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見つけ出す

轟産業株式会社

創り出す

研究開発センター

響きあう

ないものは創る。それが私たちの使命。
轟産業研究開発センターは、商社である轟産業が持つ商品開発部門です。

その設立の意義は「ないものは創る」ということ。

商社として、お客さまが求める製品を見つけ出すという使命を持つ轟産業ですが、

必要なのに世の中にない製品があるのなら、それを創り出すことこそが、

私たちの使命であると考えています。

あるものは見つけ出す。ないものは創り出す。轟産業のポリシーです。

Research and Development Center

T■O■N■Eは、「必要な要素」。
お客さまのニーズを満たします。

轟産業研究開発センターのモノづくりの根幹は、お客さま

のニーズ＝必要に沿った製品開発をするということです。

まさに当社製品はT -O -N -E = Todoroki Original Necessary 

Element、「轟産業オリジナルの必要な要素」なのです。

既存の研究開発が、シーズ志向で技術優先になりがちであ

るのに対して、私たち轟産業のモノづくりは、まず必要あ

りき。お客さま最優先の開発スタンスです。

T■O■N■Eは、Todoroki-ONE。
轟製品が加わることでシステムが完成します。

T -O -N -Eは、オリジナル製品であると同時にTodoroki-ONE、

つまり、「轟の、ある一つの部品」という意味でもありま

す。轟製品が加わることで、いままで統合できなかった業

務が全体としてひとつのシステムとして構築できるなど、

お客さまのニーズの「欠けている部分」を埋める、「ひとつ

の部品」としても機能することを願っています。これも轟

産業研究開発センターの重要なスタンスです。



お客さまの「必要」に、研究・生産・システム化の

3分野から、こまやかに対応しています。

研究開発の分野では、開発の国際競争時代を迎え

て、よりいっそうの自動化や効率化が求められて

います。いままで手作業で丁寧に行っていたフラ

スコスケールの実験も、より素早く正確な自動化・

効率化が必要です。また、実験結果の的確な数値

化・データの保存・共有化も大きな課題。

轟産業研究開発センターの自動反応試験器は、膨

大なサンプルの計測とくり返しの検証で煩雑にな

りがちな、研究開発環境の合理化・自動化を実現

しています。

生産の現場では、より競争力ある商品提供を目

指しての品質向上や、生産の効率化、安定した

ライン管理などのニーズが高まっています。轟

産業研究開発センターでは、特に対応の難しい

液体制御を中心とした各種生産設備を開発し、

ご提案。液体材料の調合・充填・比率供給など

に活用いただいております。精密な調合やシビ

アなタイミング制御など、わずかなロスが大き

なコストアップにつながるインライン用途に的

確に対応しています。

樹脂製造の安定化に欠かせない樹脂粘度の計測

を、オンラインで連続測定します。オフライン計

測では、一定計測時間毎の樹脂粘度管理となりま

すが、オンライン計測では、樹脂粘度の変化を連

続で管理することが可能です。

■多目的自動反応装置
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私たち轟産業研究開発センターは、［1］研究［2］生産［3］システム化の、

3つの大きな部門から成り立っています。これは、お客さまのニーズに的

確に対応するべく企業活動を整えていった結果。多様なニーズに柔軟に対

応できるよう工夫して生まれた体制です。それぞれの部門ごとに、多様な

業種、高精度な仕様、特殊な環境条件などに対応できるエキスパートを配

置。カスタマイズニーズにお応えできる体制を整えています。

生産

お客さまニーズに
応える

研究 システム

●効率化
●安全確保
●品質向上
●環境配慮
etc.

●自動化
●データ化
●再現性
etc.

●中央監視
●統合管理
●安定稼働
etc.

お客さまの課題に応えるT■O■N■Eの役割

お客さまの「必要」に応えるための製品（T■O■N■E）開発を続けています。

実験データの詳細化・国際化に
的確に対応します。

シビアなコスト管理に、
最適の液体供給システムを提供。

樹脂粘度の
連続測定に対応します。

轟産業研究開発センターのポジショニング

お客さまの課題例 お客さまの課題例 お客さまの課題例

提供開発製品 提供開発製品 提供開発製品

●手作業で行っていた実験の自動化
●人間による不確かな読み取りから数値管理へ
●確実な再現性ある実験方法の確立
●膨大なサンプルの計測・繰り返しの検証
●より豊富な検証データの取得
●人員削減・コストダウン

●インラインでの正確で安定した液体供給
●高価な原料のムダのない供給
●素材特性にあわせた最適な調合・充填
●自動化しにくいステップの自動化
●硬化剤など最適タイミングでの注入

●オフラインで計測していたMI計測の
オンライン計測化

□自動反応試験器

□自動反応試験システム

□定量滴下ポンプ・システム

□反応熱量計

□電磁誘導加熱装置

□オートクレーブ装置　など

■液体制御システム

■関連製品
□ドラムキャリア

□ドラムウォーマー・軽子さん

□ポンプエレベーター

□シリンジポンプ

□2液同時定量・混合供給装置

□4液比率供給装置

□移動型4口充填装置

□高粘度濾過機能付き充填装置　など

■オンラインMI 計測

□リターン型MI計

□スルー型MI計

□防爆型MI計
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研究開発サポート 生産管理サポートⅠ 生産管理サポートⅡ

1回目計量時間 予測時間検出器
安定時間

検出器
安定時間

可変パルス時間

設定重量

100％
99％

95％

重
量
変
化

ON

OFF



［反応試験のフロー］　　内が自動反応装置の対応するステップ

混合 反応 留去 抽出 濃縮 晶析 乾燥
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「反応実験」の自動化・合 理化のために
反応実験の自動化は、研究段階から生産設備設計 へと至る重要な基礎ステップです。

自動反応試験器の 基本技術をベースに、幅広くカスタマイズしています。

□標準型　□低床型　□システム　□小型

□バイオマス　□ポリエステル　□多用途有機合成　etc.

用途・素材への対応

研究開発サポート
多目的自動反応装置
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定量滴下技術

滴下ポンプ

電子天秤

滴下コントローラー 加熱源

昇降動作

冷却ファン

撹拌機
（トルク出力付き）

微量の薬液を高精度で連続滴下できる専用ポ
ンプを開発。実験精度を高め、研究開発の省
力化と信頼性の向上に貢献します。

晶析実験への対応

晶析工程の検討実験にも的確に対応可能。
撹拌や冷却速度などを正確にコントロールする
ので、結晶性や結晶の粒径・組成・純度など、求
められる晶析条件の探索に的確に対応します。

温度制御技術

加熱源の昇降動作と冷却ファン・冷却コイル
による冷却で、容器内液温度との予測・連動
によってコントロール。高精度な温度制御を
実現しています。

データ管理への対応（専用ソフト）

温度コントローラー

コンピュータ

UPS

■高精度な温度制御を実現

設定温度と測定温度が重なっている
＝高精度な温度制御！

低温・極低温実験への対応

例えば，エタノール・ドライアイス系などの寒剤
を用いて正確な低温・極低温反応実験が可能
です。

グラフ表示画面

パターン製作画面

モニター画面

自動反応試験器

□電磁誘導加熱　□高粘度対応　□耐酸性　□間接加熱　□防爆対応    □大容量対応　etc.

反応条件への対応 P11～P13

P7～P10

P14

自動反応試験器は、コンピュータによる自動
化・データ保存を行います。正確で再現性の
高い実験データを大量に正確に管
理・表示。多チャンネルの反応過
程を各チャンネルごとに表示・グ
ラフ化できます。

スケールアップ・ダウンにともなう

トライ・アンド・エラーを効率化します。

生産技術の開発は、実験的研究を重ね、順次規模を大きく

しながら最終的な生産プラントへと移行していきます。

その最終生産プラントの効率化も大きなテーマですが、

実験的研究におけるスケールアップのための実験もまた、

コスト、時間、人手の節約など合理的で生産性の高い研究

が求められています。

轟産業研究開発センターでは、フラスコスケールからベン

チスケール、パイロットプラントへ至るスケールアップ工

程での反応実験の自動化をご提案。手作業に頼りがちな、

こまやかな実験・計測を省力化・自動化することで、実

験工程の効率化に貢献しています。

自動化・合理化の難しいフラスコスケールからパイロッ

トプラントに至る自動化装置の開発は、ぜひ轟産業研究

開発センターにご相談ください。

轟産業はスケールアップ・ダウンに伴う
中間スケールでの自動化をサポートします。

生産プラント

パイロットプラント

ベンチスケール

フラスコスケール

生
産
設
備
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発

生
産
量
縮
小
・
部
分
検
証

のサポート範囲
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■コントローラー

研究開発サポート
多目的自動反応装置

自動反応試験器
フラスコスケールの手作業を、自動化・効率化します。

□自動反応試験器

反応試験自動化のための基本タイプ

制御項目
記憶パターン数
温度範囲
加熱制御方式
冷却制御方式

温度（滴下、真空、トルク制御他）
999種類
-30～200℃
オートスライダーによる電圧制御
冷却フアン、冷却コイル 他

□ソフトウェア

□自動反応試験システム

7 8

自由な組み合わせでシステム化可能な小型ユニット

グラフ表示画面 パターン製作画面 モニター製作画面

多チャンネルによる並列実験を行い、自動反応試験を
システム化するための基本ユニット。多種のサンプルの
処理など、化学反応実験の大幅な省力化が行えます。

反応容器
温度制御
テーブル載荷重
データ管理時間最大
記憶パターン登録数
オプション
電源容量・重量

0.1L～5.0L
-30～200℃
10kgまでの加熱、冷却源
72時間
30種類
滴下制御、撹拌トルク制御　他
AC100V／15A・20～30kg

●反応実験が大幅に省力化できます。
●反応試験の正確な基礎データが収得できます。
●コンピュータの接続により多連制御が可能です。
●加熱、冷却制御方式は簡単に切り換えできます。

■特長

■仕様

●化学反応実験が大幅に省力化されます。
●小型の為、ドラフト内収納時多チャンネルの台数が
　設置可能。
●プログラム制御により高精度の反応試験ができます。

■特長

■仕様

標準型 小型タイプ低床型

反応実験の専用ソフトにより、反応試験関連装置の総

合管理ができます。運転中の各チャンネルごとに、反

応経過をグラフ表示します。

手作業による繰り返し作業が多く、ヒューマンエラーや作業者間のデータ誤差などが発生しやすいフラスコスケールの反応実験を自動化し、
煩雑な反応実験を効率化。正確な定量滴下・大量のサンプルの処理など、従来にない反応実験環境を提供します。

□オートスライダー
温度スイッチだけでは対応できない高精度な内温制御

のために、加熱源電圧を自動的に可変し、よりこまや

かな温度制御を実現しました。

加熱源の電圧を自動可変し、高精度の内温制御が可能。

ソフトウェア管理により、正確なデー夕収集が可能。

■スペースに応じたカスタマイズ提案が可能。

□小型自動反応試験器

従来機種から50%※ダウンサイジングを実現。

反応容器
温度制御
データ管理時間最大
記憶パターン登録数
オプション
電源容量

～500ml
-30～200℃
72時間
30種類
滴下制御、撹拌トルク制御　他
AC100V/15A

●小型化+軽量化（12kg）を実現し、容易に設置・撤去
　が可能。
●小型化されても、昇降テーブルはストローク100mm、
　耐荷重5kgを実現。

小型自動反応試験器は、従来の自動反応試験器の温調精
度ノウハウを踏襲し小型化・軽量化を実現しました。小
型化されたことで、既設の反応試験システムに容易に増
設でき、通常のドラフト（幅1800㎜）に４台の設置が可
能。また、使用する時期だけドラフト内に設置ができる
ので、サンプルに応じた効率の良い反応実験ができます。

■特長

■仕様

標準型
TDPS-2A

オートスライダー低床型
TDPL-2

100mm

※体積比

小型低床タイプ□小型自動反応試験器

低床タイプで、高い温調精度を実現。

■制御例

高精度に温調維持

MANU MANU

AUTO AUTOUP
FANTABLE

OFF

ON
POWER

DOWN

10
0

2
30

24
0

200

210 260

37
2

10ﾟ

単位：mm
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デモ機
あり
デモ機
あり

デモ機
あり
デモ機
あり

デモ機
あり
デモ機
あり

TDP-500

■昇降台
TDPL-500

177.5

260160

10
19

8

30
6.

5

200

昇降100st

350
145 205

78
.5

本試験器は、カスケード制御（時間遅れ制御）パラメータ
を使用せず直接加熱源、又は冷却源を載せたテーブル
を昇降させて反応容器を温度制御します。

単位：mm
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研究開発サポート
多目的自動反応装置

自動反応試験器
フラスコスケールの手作業を、自動化・効率化します。

手作業による繰り返し作業が多く、ヒューマンエラーや作業者間のデータ誤差などが発生しやすいフラスコスケールの反応実験を自動化し、
煩雑な反応実験を効率化。正確な定量滴下・大量のサンプルの処理など、従来にない反応実験環境を提供します。

□定量滴下ポンプ

正確に安定して定量を滴下 反応モニタリングソフト　Windows10 版

吐出圧力
吸入圧力
粘度
使用液温度
吐出精度
材質
電源
寸法・重量
オプション

0.68MPa max
4.6m（水柱）：自吸式 
～200mPa・s
常温～120℃
圧力、粘度により多少変動しますが、1%以内
接液部：セラミックス、フッ素樹脂　本体：ステンレス製
AC100V、50/60Hz、電圧変動率 10% 以内
244（W）×130（D）×161（H）mm、3kg
滴下コントローラにより自動制御ができます

＊吐出量条件：60Hz・水
＊50Hz時は、吐出量が約16.7％低下します。
＊上記以外の吐出量についてはお問合せください。

●モータ回転数とストローク目盛の設定により高精度
　で滴下します。
●モノマー、触媒等を正確で確実に液送します。
●完全自吸式でコンパクトですから手軽に使えます。
●外部信号により滴下量を自動制御できます。

CP-13

定量滴下ポンプCPシリーズは、微量の薬液を高精度で
連続滴下できる小型セラミックスポンプです。長時間の
連続反応試験で、より実験精度が良くなり研究開発の
省力化と信頼性が向上します。自動反応試験システムと
併用することにより更に実験効率がアップします。

■特長

■仕様

定量滴下

ピストン

M

シリンダー

ポンプ室

θ

排出ポート

吸入ポート

ポンプのピストンは、回転運動と往復運動を同時に行います。流量
調節はポンプヘッドを傾け、駆動軸に角度をつけることによりストロ
ーク長を変化させ、ゼロから最大流量まで流量可変できます。

■定量滴下ポンプ構造

型式
最大吐出量
最小吐出量

CPー11
85cc/min

0.45cc/min

CPー13
17cc/min

0.09cc/min

CPー21
170cc/min
0.9cc/min
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■新規ユーザー様に
反応試験関係専用ソフト20年以上の経験・実績からお客様のご要望やご意見を反映させてきたソフトです。
反応装置の自動化・省略可提案や、設計・製作を行っておりますので、そのハード構成に対応できるソフトになっております。
＊一部、ソフトに取り込めないデータもあります。

〈ソフトで対応可能な基本概要〉
・温度パターンや滴下パターン、その他圧力などのパターン設定。パターンの保存。
・パターンを読み出し、送信し、実験開始。開始後の各種データのロギング（CSV自動保存）。

■既に、弊社ソフトをご利用いただいているユーザー様に
2020年1月にWindows7サポートの終了が予定されており、PCの故障などの際に修理対応も不可能になる前に、
Windows10版PC・ソフトへの更新がお勧めです。

確実な定量滴下ができ、再現性のある実験が可能になります。
滴下したデータは確認・保存が可能です。
複数の滴下が可能で、滴下する時間、量、スピードの設定が可能です。

■利用例

■機器構成

■パターン作成画面

CP-13 型 0.09～17cc/min
CP-11 型 0.45～85cc/min
CP-21 型 0.9～170cc/min

【弊社定量滴下ポンプ】

電子天秤

定量ポンプ

制御ユニット
RS232C

DC 0～5V or DC 4～20mA

タッチパネル

デモ機
あり
デモ機
あり

■グラフ表示画面



稀少サンプルを より短時間で 正確に試験する。200ml
以下対応

3倍
以上高速

内温制御
標準仕様

□小型反応装置 EXREA-200シリーズ

稀少サンプルの正確で効率的な反応実験に

装置名 
合成スケール 
CH数 
温度制御方式 
　　　　　　 設定範囲
　　　　　　 精度
　　　　　　 設定方法
　　　　　　 表示方法
　　　　　　 攪拌方式
　　　　　　 設定方法
　　　　　　 表示方法
　　　　　　 ステップ数
　　　　　　 設定内容
ガス置換 
還流 
加熱方法 
冷却方法 
滴下方法 
観察 
接液部材質 
データロギング 
電源 

EXREA-200
～200ml
3CH
内温基準（外温基準も選択可）
-20～120℃（弊社推奨チラー使用時）
±0.2℃*1

PCによる
PCによる
マグネティックスターラー又は上攪拌
ボリューム設定
ボリューム入力
8ステップ/パターン
容器内温度
不活性ガス導入可
可
アルミブロック又はインナーコイル
水又は冷媒
ピペット、シリンジ、滴下ロート
スリット可（加熱方式がアルミブロックの場合）
ガラス、テフロン、SUS
PCによる
AC100V-6A

独自の加熱方式を採用し、加熱から冷却→再加熱のスパ
ンを短時間化。トータルな実験時間を効率化しています。
また測温方式も、サンプル温度自身を図る内温測定方式
で、サンプル個体の変化を的確に補足。多品種少量・希少
試料の反応実験に、大きな効果を発揮します。

●冷媒強制排出による高速加熱方式。
●サンプル自身の温度を測定する内温制御方式。
●専用容器による効率的操作。
●328（W）×300（D）×354（H）mmのコンパクトサイズ。
●各ユニットを独立接続し、３チャンネルまで検証可能。
●複数チャンネルのデータを一元管理する専用ソフト装備。

■特長

■応用分野

■仕様

エクレア

温度

プログラム

〔 備 考 〕
＊1：温度：60℃　サンプル：水　定値条件下において
● 本仕様は、標準仕様選択時の仕様項目となります。
● EXREA-200シリーズはユーザーニーズに合わせた設計が可能です。
　 詳細仕様に関しては別途お問い合わせください。

攪拌
回転数

ニーズにあわせて仕様は自在。

温度域

低温仕様

常温仕様

撹拌方法

マグネティックスターラー　（標準仕様）

撹拌翼

加熱方式

アルミブロック

インナーコイル

ジャケット

アルミブロック

ガラスジャケット

SUSジャケット

スリット

有

無

容器

SUS

ガラス

有

無

N2置換

［製薬業界］ ［ケミカル業界］ ［インク業界］

反応条件への対応
反応を左右する条件コントロールを的確に行います。

研究開発サポート
多目的自動反応装置

□電磁誘導加熱装置

高速・高出力加熱で、溶解や高粘度反応などに対応します

●高出力・高効率・ハイスピードで昇温。
●赤熱部分のない、安全、清潔な加熱源。
●排ガス、排熱の発生しない加熱方式。
●撹拌機昇降は油圧式にて操作。

●加熱容量80Lまで昇温可能です。
●高出力の10KWで昇温時間が短縮できます。
●油圧式昇降機構により撹拌機の昇降、及び撹拌機
　の脱着が容易にできます。
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温度範囲
加熱容量
反応容器
オプション
容器仕様

常温～200℃（プログラムコントロール）
AC200V　3φ、5kW
10L～80L
滴下制御、トルク制御、通信機能
磁性体を含む金属（鉄、SUS430など）

■仕様

冷却方式
温度範囲
加熱容量
温度調節
反応容器
オプション
容器仕様

冷却ファン、インナー冷却コイル（オプション）
常温～200℃（プログラムコントロール）
AC200V　3φ、10kW
定位置制御またはプログラム制御
5L～80L
滴下制御、トルク制御、通信機能
磁性体を含む金属（鉄、SUS430など）

■仕様

□空冷5kW電磁誘導加熱装置

□水冷10kW電磁誘導加熱装置

□卓上型電磁誘導加熱装置

温度範囲
加熱容量
反応容器
オプション
容器仕様

常温～150℃
AC200V 、1φ、2.5kW　　
0.5～7.0L　　
プログラム制御・コンピュータ制御、滴下制御 他
磁性体を含む金属（鉄、SUS430など）

●高出力・高効率・ハイスピードで昇温
●赤熱部分のない、安全、清潔な加熱源
●排ガス、排熱の発生しない加熱方式
●定位置温度調節

高出力・高効率・ハイスピードで、昇温時間が短く、
高周波磁束の表面効果により、被加熱物への吸収電力を
高め、瞬間加熱を実現し職場環境を改善します。

■特長

■特長

■特長 ■仕様

高速加熱や、加圧しての反応、あるいは防爆環境での反応実験や、大容量のサンプルの取扱いなど、
「条件」が優先される試験装置にも、多様なノウハウでこまやかに対応します。
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反応条件への対応
条件コントロールを的確に行います。

用途・素材対応
特定の素材や用途に適した装置を開発します。

研究開発サポート
多目的自動反応装置

□オートクレーブ型電磁誘導加熱装置

高圧条件の反応に対応します

□100L溶解装置

大容量の樹脂ペレットを効率的に溶解

□ポリエステル重縮合反応装置

高温・高粘度・高真空の反応に対応
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研究開発サポート
多目的自動反応装置

□GL型オートクレーブ装置

温度範囲
圧力制御
滴下範囲

40～150℃
常圧～0.5Mpa
0.05～160cc/min

●蒸気による熱交加熱のため昇温が速い
●高反応熱に対応した直接水冷システムを採用
●防爆機器使用のため、安全運転可能

●ジャケット式反応容器を使用し熱媒が循環し
　ますので、均一な温度制御ができます。
●防爆機器使用のため、安全運転可能です。

●電気炉の自動開閉による高精度温度制御。
●ガス流量の自動制御。
●防爆機器使用のため、安全運転可能。

□オートクレーブ装置

温度範囲
圧力制御
滴下範囲

常温～250℃
常圧～1.0MPa
0.19～85cc/min（1.0MPa）

□オートクレーブ装置

温度範囲
加圧制御
滴下制御

常温～300℃
常圧～1.0MPa
0.19cc～85cc／min（1.0MPa）

生物由来資源の開発に

温度範囲
滴下範囲
真空範囲
粘度
反応容器

40～300℃
0.09cc～170cc／分
1.33×102Pa（1Torr）以下
300Pa・s
1L～10L

●高精度の温度制御、均一な温度分布。
●高温、高粘度、高真空の反応に最適。
●触媒、モノマーの自動滴下制御。

加熱源
冷却源
反応容器

温水、熱媒、スチーム
工場水、チラー水
100L～300L

●新たに大気中の二酸化炭素を増加させません。
●石油などの限りある資源を節約できます。
●地球環境を守り、経済の活性化に貢献します。

□バイオマス液化反応装置

※バイオマス：生物由来の資源
グラスライニング製反応容器と撹拌翼の使
用で生成物の付着防止が可能となり、安定
した反応が行えます。

高圧ガスや液化ガスを使用する高圧下での
反応試験も安全に運転できます。

自動開閉式電気炉を使用する事により内温
度制御が高精度で行えます。

■特長

■仕様

■特長

■仕様

■特長

■仕様
■特長

■仕様

■特長

■仕様

耐酸 防爆

高温 高粘度 高真空

大容量

間接
加熱

重縮合を進めるための低分子の除去ができ、脱水
量の測定や、トルク検知によって反応度を把握で
きます。

本装置を使用することによりバイオマス系プラス
チックが製造できます。バイオマスは素材の原料
やエネルギーとして利用することができ、環境に
やさしい資源として注目されています。

反応容器
温度範囲
加熱装置　
ロードセル式防爆天秤

100L　ジャケット式グラスライニング容器
常温～150℃、0.97Mpa
AC200V、3φ、18kW 20L/min
600kg/ 0.1kg

●耐圧防爆式仕様なので危険場所でも使用可能
（制御盤は安全場所設置）
●温度調節、液の注入量、重量を計測、希釈まで自動
　で運転可能

■特長

■仕様

樹脂ペレットをアルコール、水などの混合溶液に
入れ加熱、撹拌し溶解させます。液の注入は流量
計にて制御し、ロードセルで重量を計測しながら
希釈します。
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フィルムに接着剤を塗布する工程では、接着剤を絶やさないようにコーターパン　 へ供給する必要があります。
コーターパン　 が液切れを起こさないように、バッファタンク 　の液位を自動調液撹拌装置　 が常時監視します。
同タンクの下限レベルを検知すると自動的にバッチ調合した液をバッファタンク 　に供給します。
これにより液切れすることなく連続塗布が可能となります。
人手による作業を自動化することにより、作業の軽減とヒューマンエラーが防止できます。

生産管理サポートⅠ
液体制御システム
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生産ラインで求められる 液体調合に幅広く対応します !
重量検出はロードセル方式で、多くの種類の液体（主剤・硬化剤・添加剤・溶剤等）を設定された比率どおり、
迅速に自動計量・撹拌供給する装置です。調合供  給量を小口にして、短いサイクルで各液を正確な計量のうえ調合することにより
反応時間や溶剤揮発による濃度変化を抑制できる  セミ連続混合・調合供給システムです。

生産ラインで求められる液体制御は、ムダのない原料の

有効活用が大前提。とくに現代で求められている少量多

品種生産での効率的な液体制御には高い精度が必要です。

また、人体に有害な液体の取扱いにおいても、適正な液

コントロールが解決の鍵を握ります。

当社の独自バルブ制御方式での液体制御システムは、粘

度・特性など、多様な液体材料、投入タイミングや圧力

調整などインラインでの活用に、高精度なコントロール

性能で対応。こまやかな制御で製品の品質向上や、生産

性の向上に大きく貢献しています。

幅広い業種の多様なご要望に

的確に応えてきたノウハウがあります。

納入実績

■ 調合システム
［塗料・印刷インキ製造業］インライン接着剤供給装置 
　　　　　　　　　　　　 コンパックスーパー
［樹脂製造業］高粘度樹脂液の配合/樹脂自動調液装置
［建築用設備機器製造業］化学薬品調液撹拌充填装置
［医薬品製造業］粘着剤自動調液撹拌充填装置

■ 比率供給システム
［接着剤製造業］2液比率供給装置
［化学工業薬品製造業］4液比率供給装置
［窯業・土石製品製造業］6液比率供給装置
［住宅建設業］粘着剤比例供給装置

■ 注入システム
［自動車部品製造業］添加剤注入装置
［電子・電気部品製造業］5液比率注入装置
［塗料・印刷インキ製造業］トナー液切出し装置
［電子・電気部品製造業］塗料流量制御装置

■ 充填システム
［塗料・印刷インキ製造業］ボトル充填装置
［電子・電気部品製造業］20Lポリ容器充填装置
［半導体関連製造業］4口ドラム充填装置
［半導体関連製造業］排出計量充填装置

■ 液移送用具・装置
［汎用品］ポンプフィーダ・ミニ
［汎用品］ドラム充填装置[汎用品]ドラムキャリヤ
［汎用品］ポンプエレベーター

■仕様
最大調液総数

調液処理能力

1パッチ総量

計量方式
ロードセル

ロードセル定格重量

最小表示

計量容器

攪拌方式
攪拌回転数
攪拌時間
液面スイッチ
調液記録
データロギング機能対応
稼働表示
警報出力
制御ボックス
電源
エア消費量
外形寸法

5液（標準3液）
最大3kg／min以上（Xタイプ）　※15kg調合時
最大6kg／min以上（Yタイプ）　※40kg調合時
5～25kg（Xタイプ）
5～60kg（Yタイプ）
受取方式
本質安全防爆型
60kg（Xタイプ）
100kg（Yタイプ）
5ｇ
約45L（Xタイプ）
約80L（Yタイプ）
エアモータ方式
0～700rpm（ディスパイザインぺラ）
1～300sec
静電容量式　本質安全防爆型
プリンタ　※オプションにて、データロガー対応可
あり
タッチパネル（4型ワイド）
エアホイッスル、回転警告灯、外部警報出力接点
エアパージ構造（ボックス内圧50Pa以下で電源OFF）
AC200V 三相 5A 50/60Hz共用
380L/min　最低0.4MPa（ボックス内圧50Pa以下で電源OFF）
約950（W）×800（D）×1760（H）mm
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轟独自の計量制御方式で、
こまやかで正確なコントロールを実現。

学習・予測制御方式で、
1吐出ごとの物性・粘性の変化にも追随。

轟産業研究開発センターの液体制御システムでは、よりシビアな液体管理に対応するた
めに、独自の計量制御方式を採用しています。これは吐出量を毎回、吐出時間と吐出物
の量の計測でバルブの開時間を割り出し適正化を図る方式です。

1回目注入＆計量時間測定

目標値

3回目

2回目

1回目

パルス打ち込み
で注入

注入時間

2回目注入（真の
重量と1回目計量
時間から2回目計
量時間を演算）

重量の偏差をバルブ開放時間に置き換えて制御
▼

１回目の注入は、目標重量の90～95%で停止
▼

真の重量と所要注入時間を演算
▼

２回目の注入時間に反映し、99%で停止
▼

３回目で目標重量分を注入
▼

毎吐出ごとの　　　　　　　　　　　　　　　　　にも対応粘性変化 吐出流速の変化

充填完了までを、3～5回にわけて、
吐出量と吐出時間の２項目で計量。

■ディスペンスバルブ

液体の吐出をスムーズに行う

ディスペンスバルブは、轟産業独自開発の液体制御に

特化したバルブです。内弁式による単動切り出し動作

を採用し、コンタミが残りにくい構造になっています。

また、洗浄性を向上させメンテナンスも簡単。お客さま

の仕様にあわせて、バルブ径も柔軟に設定できます。
（バルブ径∅2、∅5、∅10、∅15があります）

調合－撹拌－液送を自動的に行う

□自動調液撹拌装置
ラミネート、コーティングラインへの接着剤供給工程など
にドラム缶サイズの原料液を、外部からの要求に応じて
調合－撹拌－液送を自動的に行います。

標準的な自動調液撹拌装置の機能に加え、お客様のご用途に合わせた調合装置の製作が可能です。

A

B

C

C
C

B
B

A

■ドライラミネート工程での使用例

軟 包 装 電 子 材 料 住 宅 材 料
菓子、食品、日用品から
薬品にいたるまでの
包装資材製造に。

スマホ、タブレット、
バッテリーパックの
資材製造に。

住宅の
内装用化粧シート紙、
床材の製造に。



生産管理サポートⅠ
液体制御システム

実績紹介
さまざまな業績や用途、技術課題に対応してきました。

技術対応例 業種・用途別対応例
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概要
供給液
供給流量
流量精度
粘度
概略寸法

高精度な2液定量混合
2液
20～80cc/回
±1％
10,000mPa・s
800（W）×1000（D）×2000（H）mm

■仕様

M

P P

シリンジ

ラインミキサー等

吐出

圧力センサー

流量計

ケーブル

ポンプフローコントローラー
（轟独自のシステム）

シリンジ

吐出
A液 容器 容器 B液

□移動型4口充填装置
移動しての充填が可能な小型装置

概要
充填方式
精度
粘度能力
主要用途

移動式の4口充填機
受け取り計量（計測制御システム）
±10g以内
500mPa・s以下
エッチング液などの充填

■仕様

□2液同時定量・混合供給装置
2液を高精度に定量混合

高精度で、一定比率に調合された液の供給を実現。調合の精度が重要で
ある製品製造のニーズに応えます。

充填場所が複数ある場合に便利な移動型充填装置です。生産ラインに
ある既設装置の充填精度の確認にもご利用いただけます。

高粘度液体の濾過という条件下でも、高精度な充填を実現。液中のコン
タミ防止が必要な生産ラインにお応えします。

設定された比率流量に対して、流量計からの信号をフィードバックし、
PFCで流量の追従運転を行う事で、比率制御供給のニーズに応えます。

研究所や、サンプル出荷用など、多種・小ロットでの充填に、適切な注入ス
ピード・量を設定しての充填が可能です。（タッチパネル設定）

対象の背圧が一定ではなく、品質管理が困難なタイヤへの添加剤注入。
この装置なら変動背圧下でも一定比率での注入が可能です。

わずかな混合違いで味や品質が変わる食品生産。味覚というこまやかな
管理が必要なラインに、安定配合で応えます。

ダスト混入を防ぐキャップ・アンキャップ一体動作の小型充填装置。接液部を
非金属部品とし、防爆・クリーンルームニーズに対応します。

概要
充填容器
充填液
充填方式
充填精度
粘度
生産能力
主要用途
概略寸法

2連式液面追従ノズル方式の充填
20～1000ccボトル
洗浄液
シリンジポンプによる容積式充填
±1％
2000mPa・s以下
10秒以下/本
サンプル出荷用簡易充填装置
1100（W）×1300（D）×1950（H）mm

■仕様

容器

ノズル

ドラム缶

上下可能

電動シリンジ

□ボトル充填機
容量の異なる小ロット充填を、的確に設定

□4液比率供給装置
背圧環境下でも4液を安定して注入

概要
供給液
供給流量
流量精度
粘度
供給圧力
生産記録
主要用途
概略寸法

主液に3液比率追従運転
主液＋3液（混合する液数についてはご相談ください）
32L/min
±1％
600mPa・s以下
0.6MPa
配合量、質量流量データ記録
比率配合連続反応生産設備
1650（W）×1600（D）×1500（H）mm

■仕様

A液

PFC

B液 P

PFC

PFC

C液 P

PFC

D液 P

PFC

P

配管

濾過フィルター

流量計

調節計

エアー

ダイヤフラムポンプ

タンク

供給口

薬液供給バルブ
流量調整弁

薬液充填バルブ

流量タイプ 研究室向 クリーンルーム

タイヤメーカー

食品メーカー

（重量タイプも可）

□高粘度濾過機能付充填装置
特殊なフィルターを備えた充填システム

概要
充填液
充填方式
供給圧力
主要用途

高粘度濾過充填装置
樹脂原料
流量計によるフィードバック制御方式
15kg/分（1,000mPa・s時）
樹脂板の製造

■仕様

制御盤 タッチパネル

M

概要
充填液
注入流量
注入範囲
流量精度
粘度
注入圧力
生産管理
主要用途
概略寸法

背圧変動タンクへ定量注入
1液
0.1～6L/min
5～1000cc/1ショット
1000cc±1cc
500mPa・s以下
0.8MPa
デジタル天秤による重量フィードバック及び管理
添加剤の微量注入用
1000（W）×500（D）×1400（H）mm

■仕様

計量タンク

タンク

天秤

電動シリンジ

三方バルブ

吐出

□添加剤注入装置
背圧環境下でも高精度に注入

M

概要
充填容器
充填液
充填方式
充填精度
粘度
生産能力
主要用途
概略寸法

アンキャッパー、キャッパー付3連式全自動液中充填
20L角形ポリ容器
半導体業界用エッジング液、現像液、等発泡性液体
重量計量式正味充填
±100g以内
50mPa・s以下
3缶/分
量産型の全自動充填装置
2150（W）×1350（D）×2800（H）mm

■仕様

□20Lポリ容器充填装置
防爆・クリーンルームに対応した充填装置

M

P

計量タンク

撹拌機

M

タンク

ロード
セル

撹拌機

A液

アンキャッパ キャッパ

概要
調合液
調合容量
流量精度
粘度
主要用途

液体調味料の配合
3液
500kg/バッチ
±100g/1液
500mPa・s以下
食品の液体、調味料の配合

■仕様

□調味料混合供給装置
食品分野での自動化・品質安定に貢献

P

B液 C液 M

タンクP P

轟産業研究開発センターが製作してきた液体制御システムは、どれも生産の現場に納品してきたインライン機器ばかり。
現場のニーズから発生した技術課題や、多様な業界での液体制御に幅広く活躍しています。

吐出

吐出吐出

容器
4ヶ配置
可能

研
究
開
発
サ
ポ
ー
ト

生
産
管
理
サ
ポ
ー
ト
Ⅰ

生
産
管
理
サ
ポ
ー
ト
Ⅱ
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生産現場のインライン機器ばかりでなく、計量タンクへ原料を供給するための液移送用のツールも独自に開発しています。
現場で作業される方が、安全に効率よく仕事ができる仕組みを提供しています。

研
究
開
発
サ
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ー
ト

生
産
管
理
サ
ポ
ー
ト
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生
産
管
理
サ
ポ
ー
ト
Ⅱ

粘性液体も確実に容積計量・注入。脈動のない等速注入が可能です。

□サーボモータ駆動式シリンジポンプ
　MKC-200/500/1000

□エアー駆動式シリンジポンプ
　AKC-50/100/200

各種液体の遠隔バッチ計量注入に最適です。

●粘性液体も確実に容積計量・注入ができます。
●脈動のない等速注入が可能です。
●遠隔で、注入量の変更が可能です。
●シリンジの分解・洗浄が容易に行えます。
●微流速でも確実に注入できます。
●バッチ精度は、1000ml/±1mlを実現。
●吐出量の変更が容積単位で可能。即座に必要量を吐出でき、重量設定、
　管理も可能です。
●吐出流速の変更が可能（100：1）で、吐出側背圧の変動に左右されません。

■特長

●調合設備の補助装置として
●実験室や研究所、製薬・食品・化粧品・化成品への微量注入機器として
●カラーキッチン・液体染料・インキ・塗料の調色装置の基本機器として
●中型容量の反応試験機器の滴下ポンプとして
●反応釜への補助剤の微量注入装置として
●小ロット・サンプル商品の小分け充填設備として

■用途

●粘性液体も確実に容積計量・注入ができます。
●繰り返し安定した計量再現が可能です。精度は100ml/±0.3mlを実現、
　しかも、ダイヤルゲージでストロークの1/1000mmの確認ができます。
●素早い計量と注入を実現。
●有機溶剤の入った液体も大丈夫です。
●オールエア制御で、防爆雰囲気現場でも安全供給でき、エア信号により
　遠隔運転が可能です。

■特長

■外形寸法図（単位：mm） ■外形寸法図（単位：mm）

■仕様
型式
1ショット吐出範囲※1

吐出再現精度（1ショット）
最小設定分解能
最大吐出圧力
エア供給圧力 RC1/4B
接続口径
ピストンストローク
接液部材質
電源容量（サーボモータ）

MKC-200
10～200ml
±0.4ml
1/100mm（0.0159ml相当）
2.0MPa（20kg/cm2）
0.2～0.6MPa
Rc 1/2B
165mm
SUS304＋パーフロ＋テフロン
AC200V  3相  0.4kw

MKC-500
20～500ml
±0.5ml
1/100mm（0.0418ml相当）
1.2MPa（12kg/cm2）

MKC-1000
40～1000ml
±1.0ml
1/100mm（0.070ml相当）
0.7MPa（7kg/cm2）

※1：設定値は、1ショット吐出量の10倍まで設定できます。
●1ショットのサイクルタイム：最短15秒です。
●サニタリー仕様ではありません。

■仕様
型式
吐出範囲
吐出再現精度
最小設定分解能
増圧比率※1

エア供給圧力※2

ピストンストローク
接液部材質
制御方式

AKC-050
5～50ml
±0.2ml
1/100mm（0.008ml相当）
4.78
0.2～0.6MPa
70mm
SUS304＋テフロン
オールエア制御

AKC-100
10～100ml
±0.3ml
1/100mm（0.015ml相当）
2.53

AKC-200
20～200ml
±0.4ml
1/100mm（0.030ml相当）
1.27

※1：（エア供給圧－0.2MPa）×増圧比率＝吐出圧力となります。
※2：エア供給圧力は最低0.2MPaが必要です。
●標準は、サニタリー仕様ではありません。お問い合わせください。
●上記の他、600、1000、2500、5000mlの吐出タイプもあります。

エア源

方向切替弁

吐出口

受取容器 容積
計量部

エア
駆動部

ストローク
調整部

吸込口

原料タンク
エア源

調整ハンドル後退

粘性液体も確実に容積
計量・注入。繰り返し安
定した計量再現が可能。

88

22
1（
32

0）

（169） （611）
（44） （268） （92.5）250.5（37）

14
2

37
2

145 （367.5）
（296）（71.5）

207 382 52
165 （1008.5）

□塗布量モニター
　WLF-2000シリーズ

ロードセルで塗布量のリアルタイム計測を実現

●リアルタイム表示にて、塗布量（g/㎡）が監視できます。
●原料補給を自動検知する為、測定中にいつでも補給が可能です。
●計測から表示までのタイムラグが短い（標準3分）
●急激な流量変化でも重量変化が計測値に短時間で反映可能です。

■特長

■このようなお客様にお勧めです。

●フィルム関係に塗布した液の液量管理
●テープ関係に塗布した液の液量管理
●その他シート状のものに塗布した液の液量管理

■用途

荷重センサー（ロードセル）を循環タンクに設置し、原料液の減
少量およびライン速度から、塗布量をモニタリングします。

●ロードセルで塗布量管理をしている。計測周期が長いために、塗布量
不足が判明しても、値が出た時点で、大量の不良品が出てしまっている
ことがある。
●ロット毎の管理が出来ていない。塗布量不足でお客様からクレーム返
品となった際に、どのロットまでが不良なのかの判断ができない。
●塗布量不足が原因で、お客様から製品に対する信用を失ってしまっ
た。
●調合は問題なかったが、フィルムの接着強度不足が発生した。原因とし
て塗布量が考えられたが、この不良の原因発見に時間がかかった。
●塗布液補充の際、その都度、人手で計測を停止しなければならず手間
がかかり過ぎる。
●仕入れ伝票にて原料の使用量変化に気づいた時には、出荷前製品に不
良が大量発生してしまっていた。

注：装置外観は仕様により異なります。

〈ポータブル型　例〉

〈自立盤型　例〉

〈計量部　例〉

〈アプリケーション例〉

WLFシリーズで、早く正確に塗布量にも換算可能。

コーティング装置の塗布量モニタリング

※ロードセルの分解能は1/10000程度が推奨です。
　但し、遅れ時間の範囲によっては1/6000以下でも対応は可能です。

WLFの装置構成

流量
測定器 乾燥炉

M

重
量
信
号

コントローラー

ロードセル

常時、タンク重量を測定し、値を移動平均（又は準ずる平均処理）
を行い、単位時間当りの変化重量を測定。

ライン加工速度を測定、予め加工幅を設定しておき、単位時間当
りの加工面積を加工速度から測定換算する。

　、　より求めた測定値から、単位時間当りのコーティング量
（塗布量）を算出。

1

2

3 1 2

計測方法
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50kgのドラム缶の交換と移動が安全に手軽に行えます。動力源
はコンプレッサーのエア供給のみで爆発性雰囲気でも安心。ドラム
缶傾斜機構で残液量300cc以内まで取り出せます。（清水の場合）

ドラムキャリアにデジタル秤を搭載。自動定量切り出しが手軽に
行えます。残液量を重量で表示し、液量の数値管理や定量切り出
しが必要な現場に最適です。

□標準型ドラムキャリア
　TEDシリーズ

□秤搭載型ドラムキャリア
　TWDシリーズ

計量タンクまで原料を移送し汲み上げる基本用具。

生産現場のインライン機器ばかりでなく、計量タンクへ原料を供給するための液移送用のツールも独自に開発しています。
現場で作業される方が、安全に効率よく仕事ができる仕組みを提供しています。

ドラム缶から液体を吸い上げるポンプエレベータです。ドラム缶
内の残液は傾斜機構で経済的に取り出せます。

沈降、分離しやすい液体も攪拌しながら効率よく取り出せます。
傾斜機構付きで残液を経済的に扱えます。

□ポンプエレベータ［ドラム缶用］
　TDシリーズ

□ポンプエレベータ［撹拌機付］
　TDシリーズ

ドラム缶などから液体を安定して排出します。

型式
ポンプ形式
原液粘度

吐出流量

吐出圧力
エア消費量
接続口径

残液量

接液材質

エア源接続

ポンプ昇降
ノズル合せ
ドラム缶着脱
本体重量

TED-20PEH TED-25PEH TED-MDP1（高粘度型）

3000mPa・s以下
10L/min（3000mPa・sの時）
30L/min（1mPa・sの時）
最高0.4MPa
250NL/min（0.4MPa時）
吐出口 PT3/4B 雌ねじ

ドラム缶傾斜機構にて残液量300cc未満（清水）

アルミ合金、SUS 304、テフロン、パーフロゴム

3/8B×10m エアホースリール・カプラ（30PM）付き

エアシリンダ駆動　昇降ストローク900mm
ポンプ旋回角度90°＋パンタグラフ機構付き
足踏みペダル油圧式　昇降ストローク130mm
約110kg

5000mPa・s以下
12L/min（5000mPa・sの時）
60L/min（1mPa・sの時）
最高0.4MPa
350NL/min（0.4MPa時）
吐出口 PT1B 雌ねじ

約115kg

エア駆動ロータリベーンポンプ
30000mPa・s以下
12L/min（30,000mPa・sの時）
30L/min（1mPa・sの時）
最高0.3MPa
500NL/min（0.4MPa時）
吐出口 PT1B 雌ねじ
ドラム缶傾斜機構にて
残液量1000cc未満（清水）
SUS 304、テフロン、パーフロゴム

約125kg

●動力源はコンプレッサーのエア供給のみ。
●ドラム缶傾斜機構で残液量300cc 以内。
●外部のエア信号接続で遠隔運転が可能。
●高粘度仕様は最高30,000mPa・sの
　液を移送。

■特長

●粘性液体の小分け作業に。
●危険物貯蔵量の制約を受ける現場
　作業に。
●一斗缶等、産業廃棄物の減量対策に。
●タンクへの分割注入用に。

■用途

■外形寸法図（単位：mm） ■外形寸法図（単位：mm）

●残液量を重量表示。
●定量設定で自動計量制御。
●ロードセルの和算で水平出しが不要。
●バッテリ搭載で移動が自由。

■特長

●液量の数値管理・定量切出しが必要な現場に。
●ドラム缶残量のストック管理が必要な作業に。
●危険性をともなう高所への液体供給に。
●原料ストックが制約される安全
　環境対策に。

■用途
●インキ・塗料・接着剤・コート剤・調味料・
　オイルなどの原料基地用に

■用途

●傾斜機能により、残液は約300cc未満。
●液体がドラム缶に逆流しない挿入チューブ。
●静電気対策ホースを標準装備。
●オール・エア操作で防爆雰囲気でも安全運転。

■特長

■仕様
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エア駆動ダイヤフラムポンプ
型式
ポンプ形式
最大秤量
最小表示
定量再現性
原液粘度

吐出流量

吐出圧力
エア消費量
接続口径
残液量
接液材質
エア源接続
ポンプ昇降
ノズル合せ
ドラム缶着脱
切出し制御方式
バッテリー電源
電装機器保護
本体重量

TWD-20PEH TWD-25PEH TWD-MDP1（高粘度型）

約170kg 約175kg 約185kg

■仕様

エア駆動ダイヤフラムポンプ
300kg
50g
±200g
3000mPa・s以下
10L/min（3000mPa・sの時）
30L/min（1mPa・sの時）
最高0.4MPa
250NL/min（0.4MPa時）
吐出口 PT3/4B 雌ねじ
ドラム缶傾斜機構にて残液量300cc未満（清水）
アルミ合金、SUS 304、テフロン、パーフロゴム
3/8B×10m エアホースリール・カプラ（30PM）付き
エアシリンダ駆動　昇降ストローク900mm
ポンプ旋回角度90°＋パンタグラフ機構付き
足踏みペダル油圧式　昇降ストローク130mm
二段流速制御弁による自動落差補正・毎回学習制御方式を搭載　完了時は警笛音で通知
DC12V 6.5Ah 10時間連続運転可能　予備バッテリー1個と充電器を付属
電装機器は50Pa以上のエアパージ加圧・インターロック（防爆認定製品ではありません）

5000mPa・s以下
12L/min（5000mPa・sの時）
60L/min（1mPa・sの時）
最高0.4MPa
350NL/min（0.4MPa時）
吐出口 PT1B 雌ねじ

30000mPa・s以下
12L/min（30000mPa・sの時）
30L/min（1mPa・sの時）
最高0.3MPa
500NL/min（0.4MPa時）
吐出口 PT1B 雌ねじ
残液量1000cc未満（清水）
SUS 304、テフロン、パーフロゴム

●オプションにて楽々洗浄筒を搭載できます。（約4L容量・循環洗浄式）
●オプション機器として、液面指示計・下限予告警報をご用意しています。

型式
原液粘度
接続口径

吐出流量

吐出圧力
ポンプ昇降
ドラム傾斜
エア消費量
使用方法
ポンプ形式
接液材質
残液量警報
本体重量

TD-20PEH TD-25PEH

■仕様

3000cp以下
吸込 PT1B  吐出 PT3/4B
10L/min（3000cpの時）
30L/min（1cpの時）
最高0.4MPa
ストローク1000mm
エア駆動  残液量300cc未満
250NL/min（0.4MPa時）
固定式（アンカーボルトで固定設置）
エア駆動ダイヤフラムポンプ方式
アルミ、SUS-304、テフロン、パーフロゴム
オプション仕様  ドラム缶用液位指示計・液位下限予告警報装置があります。
約87kg 

5000cp以下
吸込 PT1B  吐出 PT1B
12L/min（5000cpの時）
60L/min（1cpの時）

350NL/min（0.4MPa時）

約90kg 

●標準仕様以外にオールステンレス・ポリプロピレン・ポリフッ化ビニリデンも準備しています。

●オプションにて楽々洗浄筒を搭載できます。（約4L容量・循環洗浄式）
●オプション機器として、液面指示計・下限予告警報をご用意しています。

■外形寸法図（単位：mm）

■仕様（エアモータ撹拌機）

■外形寸法図（単位：mm）

エア駆動ロータリベーンポンプ
容量
回転数
羽根形状
接液材質
撹拌制御

0.2kW相当
30～250rpm
シャフト径：φ16　マリンペラ径：φ270　1段
SUS304
シリンダ下限でのみ撹拌（エアリミットSW）

600 840 840

φ２７０
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80

600
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80
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関連製品
生産現場の作業をフォローする関連製品も充実。
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□高感度エアー式液面センサ
　AL-100

高感度の液面検出を実現。

●オールエア制御だから、防爆電気工事が不要です。
●センサは、35（W）×86（H）×87（L）mmとコンパクトな設計で、狭い箇
　所でも、φ6～φ10のチューブがあれば検出が可能です。
●検出チューブの先端±1mmで液位を高感度に検知します。
●50msecの高速応答です。
●上限・下限・上下限・多点（最大16点）の多様な警報および制御ボックス
　をラインアップしています。

■特長

エア制御で防爆雰囲気でも安全に検出。±1mmの高感度で液切
れを検出します。

□3液用卓上ポンプフィーダーユニット
少量の液体調合の自動化に最適

少量の液体計量をチューブポンプと天秤で自動計量します。

□ドラム缶液面警報器
ドラム缶内の液面管理に最適

ドラム缶の液面の上限検知用警報器です。動力源が圧縮エアの
ため防爆エリアでも安心・簡単・高感度で稼動します。

小バッチ量の撹拌作業に最適。

●小バッチ量の撹拌に。
●手振れを抑えた安全な撹拌作業のために。
●回転数を指先で滑らかに変更できます。
●エアだから防爆雰囲気でも安心作業。
●左利きの方でも安心して作業できます。

■特長

□エアハンドミキサー
　AMMシリーズ

多点上限警報ボックス
エア元圧

液面上限警報制御
運転中 上限警報

警報リセット停止 運転

危険物回収ドラム缶の監視
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ドラム缶を楽々搬送できます。小型軽量、使用しない時は積み重ねができ
省スペースです。
■材質：SUS304、
　スチール＋亜鉛メッキ

□軽子さん
　DC-200

ドラム缶を移送する簡易タイプのツール。
□空気式温度指示調節計
　ATシリーズ

□ダイヤフラム弁

関連商品

□ドラムウォーマー
　DW-1/DW-2

塗料、石油製品などドラム缶のままで加温・冷却

●防爆環境でも安全な状態で加温、冷却いずれにも使用できます。
●加温の場合は蒸気を使用し、温度調節計は空気作動式ですから防爆、
　多湿などの雰囲気の悪いところでも安心してご使用できます。
●コントロール弁も空気作動式ですから、電源は不要です。
　ON-OFFの温度調節により蒸気のムダがありません。
●直胴部用のドラムウォーマーに缶底用ドラムウォーマー（オプション）を
　併用することにより、更に能率がアップします。

■特長

●塗料、形成品など引火性、粘度変化の大きい化学薬品の保温、加湿、
　冷却用にご使用いただけます。

■用途

■外形寸法図（単位：mm）
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※上記は缶底用ドラムウォーマーを使用した場合で、温度調節計は別置になります。
※缶底用ドラムウォーマーはオプションです。（青線部分）

■仕様

常用圧力
電熱面積
接続口径
キャスター
重量

●直胴部用ドラムウォーマー
蒸気圧力 0.3～0.5MPa（耐圧 0.7MPa）
1.16m2

15mmまたは20mm ユニオン
50φ ナイロン 4ヶ付
36kg

AT100-3
AT100-5
AT200-3
AT200-5

目盛
0～100
0～100
0～200
0～200

導管
3ｍ
5ｍ
3ｍ
5ｍ

常用圧力
電熱面積
接続口径
重量

●缶底用ドラムウォーマー（オプション）
蒸気圧力 0.3～0.5MPa（耐圧 0.7MPa）
0.24m2

20mm ネジ込み
24kg

温度範囲
空気操作圧

●温度調節計

●自動弁

0～100℃または0～200℃
0.12MPa

ダイヤフラム式
接続口径
材質

ON・OFF制御  常時閉
15mmまたは25mm ネジ込み
BC6

口径
接続

15～40mm
ねじ込み、フランジ

季節による温度変化でドラム缶内の原料の液性が変わります。特
に冬場においては粘度が高くなることで、製造現場での液排出が
悪くなり、品質のバラツキも出ます。ドラムウォーマーは、ドラム缶
内液温を一定温度に保つ用途にご利用できます。

■ドラム缶上面、底面の温度差 ■加湿テスト

２０

０
１５０ ３０ ４５ ６０ ７５ ９０ （分） １５０ ３０ ４５ ６０ ７５ ９０ （分）

３０

４０

５０

２０

０

３０

４０

５０

６０

（℃）

（℃）

ドラムウォーマー＋缶底ウォーマー ドラムウォーマー 缶底ウォーマー

●内容物：水　●蒸気圧：0.3MPa　●気温：16℃ 保温

（3液用チューブポンプ）

（コントローラー部）

（本体ユニット）

（ドラム缶装着時）

●高感度エア式液面センサと空気圧調整器を一体にしたポータブル構造
　です。

■特長

●最大3液の計量を自動で行えます。
●卓上で使用できますので実験用から少量計量生産に適しています。

■特長

デモ機
あり
デモ機
あり
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□オンライン・メルト・インデクサー
　AVS-10S/スタンダード型

従来型に比べ小型化、軽量化を実現

●樹脂製品の製造　
●再生樹脂製品の製造
●樹脂コンパウンド製品の製造　
●押出機による製品製造

■業界

●樹脂粘度のMI値（MFR値）を連続的に測定するオンライン樹脂粘度計です。
●管理の手間が省けます。
●細管式低圧型のため、JIS規格に忠実な高精度のMI値（MFR値）が測定できます。
●遠隔監視、安全装置付です。
●内圧パージ式通風型で、第二種危険場所で使用できます。（防爆型のみ）

■特長

【合成樹脂】
●ポリエチレン、ポリプロピレン、アクリル
●ポリスチレン、ABS樹脂、AS樹脂、ポリアミド樹脂、ポリカーボネート、PVC

【合成繊維】
●ナイロン、セルロース、エステル、ビニールアセタール
※高粘度流体の粘度測定にも使用できます。

■用途

樹脂製造の安定化に欠かせない
樹脂粘度の管理をオンラインで連続測定します。
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デモ機
あり
デモ機
あり

デモ機
あり
デモ機
あり

デモ機
あり
デモ機
あり

樹脂の流れ方向押出機

冷却水槽

オンライン
メルトインデクサー

（A）
MI計用
分岐流路
（B）

樹脂排出
（C）

原料投入

押出機からサンプリング用の樹脂を
オンラインメルトインデクサー（A）に導き（B）、
MI値を連続で計測します。
計測済み樹脂は押出機に戻さず、
オンラインメルトインデクサー本体から排出します（C）。

※ワンスルー型の場合。リターン型（※右ページ）では、計測済みの樹脂は押出機に戻します。

【MI値（MFR値）の定義】
MI値は、試験装置のプラストメーター（ラボ用MI計）を使用し、規定の荷重、温度のもとで規定のダイ（オリフィス）から10分間に押し出される樹脂の質量（ｇ）として定義されています。単位としては、ｇ/10min
です。MI値の測定はJIS K 6760、MFR値の測定はJIS K 7210に定められた試験方法によって行われます。

■標準仕様

測定範囲
測定樹脂温度
再現性
測定樹脂圧力
本体寸法
重量

0.5～1000ｇ/10min
250℃（Max）
±4％以内（FS）
0～3.5MPa
約930（W）×330（D）×415（H）mm
約60kg

樹
脂
Ｏ
Ｕ
Ｔ

樹
脂
Ｉ
Ｎ

温度センサー

加熱ヒータ

加熱ヒータ

加熱ヒータ

オリフィス

1次圧力センサー（上流側）

2次圧力センサー（下流側）

ストップ弁

ポンプ
回転センサー

モータ

圧力センサー

オリフィス

樹脂OUT

樹
脂
Ｉ
Ｎ

温度センサー3

温度センサー1

温度センサー2 ポンプ 回転センサー

モータ

加熱ヒータ

加熱ヒータ

上図の通り、樹脂の通過量は、オリフィス（測定細管）直前の溶融樹脂
圧力が常時一定になるよう、ギヤーポンプの回転数を制御し、そのポン
プの回転数より知ることができます。すなわち圧力・温度一定のもとで、
JIS規定のオリフィスを使うとき、MI値は次式で表すことができます。
　MI＝10・ρ・q・ｒ　・・・（1）
ここで、ρ：樹脂密度、q：ポンプ吐出量（cc/min）、
ｒ：ポンプ回転数（rpm）、MI：MI値（ｇ/10min）
ρとｑを一定とすれば（1）式は　MI=K・ｒ
となり、MI値は圧力・温度一定のもとで、溶融密度を一定とすれば、ポ
ンプ回転数に比例します。従って、回転数を測定することによりMI値が
求められるのです。

粘度とMI値とは、相関があります。従って非ニュートン流体の見掛けの
粘度は、次のハーゲンポアズイユの法則で知ることができます。オリフィ
ス前後の差圧は、細管の長さ、半径及び流体の流量を一定にした時、流
体粘度と比例関係があり、次式で表せます。

L、r及びQを一定とすれば（2）式はη＝K・dPとなり、オリフィス前後の差
圧を測定することにより、流体の粘度が測定できます。

η：粘度  ｒ：オリフィス（細管）半径
L：オリフィス（細管）長さ
dP：測定細管前後の差圧  Q：流量

π・ｒ4・dP
8・L・Q

η （2）＝

本装置は1次圧と2次圧の差圧とLAB値によって近似値を作り、MI値を求めています。

■検出器構成図（ワンスルー型） ■検出器構成図（リターン型）

ハ
イ
ス
ペッ
ク
型

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
型

［制御盤］［製品ラインナップ］

コントロール画面 MI計レンジ画面

システム・フロー画面 データ・トレンド画面（1）

インターロック画面

データ・トレンド画面（2）

〈AVS-10R/リターン型〉

〈AVS-10F/防爆型〉

●測定後に樹脂は押出機に戻る機構のため
樹脂排出ロスがありません。

●樹脂の出入り口を同一ノズルに
まとめているため取り付けが簡単です。

●極力短くした内部経路により、樹脂が
効率よく流れ応答性が向上しています。

●プロセス運転中でも、ストップ弁、
パージ弁を操作することで、オリフィス、
圧力計の交換が可能になりました。

●防爆認定（TIIS）を取得し、第2種危険場所で
使用できます。

●内圧防爆構造（通風型）対象ガス爆発等級「G3」
●細管式低圧型のため、JIS規格に忠実な

高精度のMI値測定ができます。

測定原理

■標準仕様
測定範囲
測定樹脂温度
再現性
測定樹脂圧力
本体寸法
重量

0.1～1000ｇ/10min
300℃（Max）
±2％以内（FS）
0～3.5MPa
約690（W）×525（D）×825（H）mm
約150kg

■標準仕様
測定範囲
測定樹脂温度
再現性
測定樹脂圧力
本体寸法
重量

0.5～2000ｇ/10min
300℃（Max）
±2％以内（FS）
0～35MPa
約620（W）×600（D）×270（H）mm
約75kg




